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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車輪付き押動式簡易ベッドであって、
　前端部と後端部との間に延在している一対の外側部、および前記外側部に配設されてい
る一対の滑動可能なレールを含む、支持台枠と、
　前記支持台枠に枢動可能に連結されている一対の前脚部および一対の後脚部と、
　前記支持台枠の前記前端部に、前記一対の滑動可能なレールの内側に滑動式に配設され
ている前部キャリジ部材であり、その滑動運動により運動経路が画定される、前部キャリ
ジ部材と、
　その一端において前記一対の前脚部に枢動可能に連結されておりかつその反対側端部に
おいて前記前部キャリジ部材に滑動式に連結されている一対の前部蝶番部材であり、第１
の表面上への前記簡易ベッドの積載により前記一対の前部蝶番部材が折り畳まれかつ前記
運動経路に沿った前記前部キャリジ部材の前記滑動が引き起こされる、前部蝶番部材と、
　前記支持台枠に結合されておりかつ前記一対の前脚部を前記一対の後脚部と連結してい
る機械的荷重システムであり、前記支持台枠上の、前記前部キャリジ部材により画定され
ている前記運動経路内に配設されている前部作動装置を含み、前記前部キャリジ部材の移
動により前記前部作動装置が始動し、それにより前記後脚部の解除が開始されるようにな
っており、掛け金ピンを更に備える、機械的荷重システムと、
　前記支持台枠の前記後端部に、一対の滑動可能なレールに滑動式に連結されている後部
キャリジ部材、および前記支持台枠上の、前記後部キャリジ部材により画定されている運
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動経路内に配設されているリセット作動装置と、を含み、
　前記掛け金ピンは、前記後部キャリジ部材に係合することにより前記後脚部を係止する
ように構成されており、操作者が前記簡易ベッドの重量の一部を支持することにより解除
され、
　前記後脚部の折畳みと共に前記後部キャリジ部材の移動により前記リセット作動装置が
始動し、それにより、前記簡易ベッドの前記前脚部および前記後脚部が折り畳まれた状態
にあるときに、前記掛け金ピンが前記後部キャリジ部材に係合する、
簡易ベッド。
【請求項２】
　前記機械的荷重システムは、前記前部作動装置に連結されている中間解除レバーを含み
、前記前部作動装置を始動させることにより前記中間解除レバーが解除されるようになっ
ている、請求項１に記載の簡易ベッド。
【請求項３】
　前記後部キャリジ部材は、湾曲突出部を備えた腕木部を含み、前記掛け金ピンは、前記
後部キャリジ部材の前記腕木部の前記湾曲突出部と締まり嵌めを形成することにより、前
記後脚部を係止するように構成されている、請求項１に記載の簡易ベッド。
【請求項４】
　前記掛け金ピンと前記腕木部との間の前記締まり嵌めは、前記簡易ベッドの重量の一部
を支持する操作者により解除され、前記掛け金ピンの前記解除により、前記後脚部の前記
解除が引き起こされる、請求項３に記載の簡易ベッド。
【請求項５】
　前記前端部と前記後端部との間に延在しておりかつ前記一対の滑動可能なレール間に配
設されている中央支持梁をさらに含む、請求項１に記載の簡易ベッド。
【請求項６】
　前記支持台枠の前記前端部に配設されている少なくとも１つの積載車輪をさらに含む、
請求項１に記載の簡易ベッド。
【請求項７】
　前記支持台枠の前記前端部に配設されているスイベル係止解除レバーをさらに含み、そ
れにより、前記スイベル係止解除レバーは、前記少なくとも１つの前部積載車輪を係止解
除して、スイベル運動を可能にする、請求項６に記載の簡易ベッド。
【請求項８】
　前記前脚部と前記後脚部との間の前記支持台枠上に配設されている少なくとも１つの中
間積載車輪をさらに含む、請求項１に記載の簡易ベッド。
【請求項９】
　前記支持台枠の前記後端部に配設されている少なくとも１つの積載車輪をさらに含む、
請求項１に記載の簡易ベッド。
【請求項１０】
　前記支持台枠の前記後端部に配設されているスイベル係止解除レバーをさらに含み、そ
れにより、前記スイベル係止解除レバーは、前記少なくとも１つの後部積載車輪を係止解
除して、スイベル運動を可能にする、請求項９に記載の簡易ベッド。
【請求項１１】
　前記支持台枠の前記前端部に配設されている前部脚部制御ハンドルをさらに含み、それ
により、前記脚部制御ハンドルは、前記前脚部の前記折畳みを可能にする係止機構を解除
する、請求項１に記載の簡易ベッド。
【請求項１２】
　前記支持台枠の前記後端部に配設されている後部脚部制御ハンドルをさらに含み、それ
により、前記脚部制御ハンドルは、前記後脚部の前記折畳みを可能にする係止機構を解除
する、請求項１に記載の簡易ベッド。
【請求項１３】
　前記支持台枠の前記前端部に配設されている前部脚部係止スイッチをさらに含み、それ
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により、前記脚部係止スイッチは係止機構に係合して、前記前脚部を折り畳まれた状態に
係止する、請求項１に記載の簡易ベッド。
【請求項１４】
　前記支持台枠の前記後端部に配設されている後部脚部係止スイッチをさらに含み、それ
により、前記脚部係止スイッチは係止機構に係合して、前記後脚部を折り畳まれた状態に
係止する、請求項１に記載の簡易ベッド。
【請求項１５】
　前記支持台枠の前記後端部に配設されている解除ハンドルをさらに含み、それにより、
前記解除ハンドルは担架が前記簡易ベッドから除去されることを可能にする、請求項１に
記載の簡易ベッド。
【請求項１６】
　車輪付き押動式簡易ベッドであって、
　前端部と後端部との間に延在している一対の外側部、および前記外側部に配設されてい
る一対の滑動可能なレールを含む、支持台枠と、
　前記支持台枠に枢動可能に連結されている一対の前脚部および一対の後脚部と、
　前記支持台枠の前記前端部に、前記一対の滑動可能なレールの内側に滑動式に配設され
ている前部キャリジ部材であり、その滑動運動により運動経路が画定される、前部キャリ
ジ部材と、
　その一端において前記一対の前脚部に枢動可能に連結されておりかつその反対側端部に
おいて前記前部キャリジ部材に滑動式に連結されている一対の前部蝶番部材であり、第１
の表面上への前記簡易ベッドの積載により前記一対の前部蝶番部材が折り畳まれかつ前記
前部キャリジ部材の前記運動経路に沿った前記前部キャリジ部材の滑動が引き起こされる
、前部蝶番部材と、
　前記支持台枠の前記後端部に、一対の滑動可能なレールに滑動式に連結されている後部
キャリジ部材であり、その前記滑動運動により運動経路が画定される、後部キャリジ部材
と；
　その一端において前記一対の後脚部に枢動可能に連結されておりかつその反対側端部に
おいて前記後部キャリジ部材に滑動式に連結されている一対の後部蝶番部材であり、第１
の表面上への前記簡易ベッドの積載により前記一対の後部蝶番部材が折り畳まれかつ前記
後部キャリジ部材の前記運動経路に沿った前記後部キャリジ部材の滑動が引き起こされる
、後部蝶番部材と；
　前記支持台枠に結合されておりかつ前記一対の前脚部を前記一対の後脚部と連結してい
る機械的荷重システムであり、
　　前記支持台枠上の、前記前部キャリジ部材により画定されている前記運動経路内に配
設されている前部作動装置、
　　前記前部作動装置に結合されている中間解除レバーであり、前記前部キャリジ部材の
移動により前記前部作動装置が始動しかつ前記中間解除レバーが引かれる、中間解除レバ
ー、
　　前記後部キャリジ部材に係合することにより前記後脚部を係止するように構成されて
いる掛け金ピンであり、操作者が前記簡易ベッドの重量の一部を支持することにより解除
される掛け金ピン、および
　　前記支持台枠上の、前記後部キャリジ部材の前記運動経路内に配設されているリセッ
ト作動装置であり、前記後部キャリジ部材の移動により前記リセット作動装置が始動し、
それにより、前記簡易ベッドの前記後脚部および前記前脚部が折り畳まれた状態にある場
合に前記掛け金ピンが前記後部キャリジ部材に係合する、リセット作動装置
　を含む、機械的荷重システムと
を含む、車輪付き押動式簡易ベッド。
【請求項１７】
　第１の表面上に移すための車輪付き押動式簡易ベッドの操作方法であって、
　最初に、前記簡易ベッドを第１の表面上に積載し、それにより少なくとも１つの前脚部
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を自動的に解除するステップと、
　前記簡易ベッドの第１の表面上への積載を継続し、前部キャリジ部材を前部作動装置の
方へ移動させるステップであり、前記前部キャリジ部材の移動により前記前部作動装置が
始動し、それにより中間解除レバーが解除され、それにより後脚部の解除が開始されるよ
うになっている、積載を継続するステップと、
　少なくとも１つの後脚部の係止機構を解除するために、前記簡易ベッドの重量を少なく
とも部分的に支持するステップと、
　後部キャリジ部材を移動させ、それによりリセット作動装置を始動させるために、前記
簡易ベッドを積載するステップと
を含み、
　前記簡易ベッドは、前記後部キャリジ部材に係合することにより前記後脚部を係止する
ように構成されている掛け金ピンであって、操作者が前記簡易ベッドの重量の一部を支持
することにより解除される掛け金ピンを備え、
　前記リセット作動装置の始動により、前記簡易ベッドの前記後脚部および前記前脚部が
前記第１の表面上に完全に折り畳まれた状態にあるときには、前記掛け金ピンが後部キャ
リジ部材に係合する、
方法。
【請求項１８】
　前記中間解除レバーを解除するステップは、少なくとも１つの掛け金ピンを解除しない
、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記リセット作動装置を始動させる前記ステップは、中間リセットスイッチを引き、そ
れにより少なくとも１つの掛け金ピンをリセットする、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記簡易ベッドの前記後端部を持ち上げるステップは、前記簡易ベッドの前記重量を負
担する操作者により実施される、請求項１７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願の実施形態は、全般的に救急簡易ベッドに関し、具体的には、簡易ベッドの重量の
より良好な取扱いを実現する車輪付き救急簡易ベッドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　救急車輪付き簡易ベッドが、人を担架上に保持するのに使用され、該担架は、車輪付き
支持台枠上に置かれる。その人は、後端部または前端部の所にいる１人の操作者により簡
易ベッド上で移動させられてもよいか、または複数の操作者により車輪付き支持台枠上で
移動させられてもよい。従来の救急簡易ベッドは、患者を水平に移動させるために担架が
支持台枠から別個に取り外されてもよい車輪付き搬送装置に取り外し可能に取り付けられ
ている担架を含む。脚部は、簡易ベッドおよび担架の重量を支えている間に、操作者によ
り解除されなければならない可能性がある。したがって、操作者が簡易ベッドの機構の助
けによって脚部を解除することが望ましい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　一実施形態では、車輪付き押動式簡易ベッドが提供されており、該簡易ベッドは、前端
部と後端部との間に延在している一対の外側部、および外側部に配設されている一対の滑
動可能なレールを具備していてもよい、支持台枠と；支持台枠に枢動可能に連結されてい
る一対の前脚部および一対の後脚部と；支持台枠の前端部に、一対の滑動可能なレールの
内側に滑動式に配設されている前部キャリジ部材であり、その滑動運動は運動経路を画定
する、前部キャリジ部材と；その一端において一対の前脚部に枢動可能に連結されており



(5) JP 5865253 B2 2016.2.17

10

20

30

40

50

かつその反対側端部において前部キャリジ部材に滑動式に連結されている一対の前部蝶番
部材であり、第１の表面上への簡易ベッドの積載により一対の前部蝶番部材が折り畳まれ
かつ運動経路に沿った前部キャリジ部材の滑動が引き起こされる、一対の前部蝶番部材と
；支持台枠に結合されておりかつ一対の前脚部を一対の後脚部と連結している機械的荷重
システムであり、支持台枠上の、前部キャリジ部材により画定されている運動経路内に配
設されている前部作動装置を含み、前部キャリジ部材の移動により前部作動装置が始動し
、それにより後脚部の解除が開始されるようになっている、機械的荷重システムと、を含
んでいてもよい。
【０００４】
　さらに別の実施形態では、車輪付き押動式簡易ベッドが提供されており、該簡易ベッド
は、前端部と後端部との間に延在している一対の外側部、および外側部に配設されている
一対の滑動可能なレールを含む、支持台枠と；支持台枠に枢動可能に連結されている一対
の前脚部および一対の後脚部と；支持台枠の前端部に、一対の滑動可能なレールの内側に
滑動式に配設されている前部キャリジ部材であり、その滑動運動により運動経路が画定さ
れる、前部キャリジ部材と；その一端において一対の前脚部に枢動可能に連結されており
かつその反対側端部において前部キャリジ部材に滑動式に連結されている一対の前部蝶番
部材であり、第１の表面上への簡易ベッドの積載により一対の前部蝶番部材が折り畳まれ
かつ前部キャリジ部材の運動経路に沿った前部キャリジ部材の滑動が引き起こされる、一
対の前部蝶番部材と；支持台枠の後端部で一対の滑動可能なレールに滑動式に連結されて
いる後部キャリジ部材であり、その滑動運動により運動経路が画定される、後部キャリジ
部材と；その一端において一対の後脚部に枢動可能に連結されておりかつその反対側端部
において後部キャリジ部材に滑動式に連結されている一対の後部蝶番部材であり、第１の
表面上への簡易ベッドの積載により一対の後部蝶番部材が折り畳まれかつ後部キャリジ部
材の運動経路に沿った後部キャリジ部材の滑動が引き起こされる、一対の後部蝶番部材と
；支持台枠に結合されておりかつ一対の前脚部を一対の後脚部と連結している機械的荷重
システムであり、支持台枠上の、前部キャリジ部材により画定されている運動経路内に配
設されている前部作動装置、前部作動装置に結合されている中間解除レバーであり、前部
キャリジ部材の移動により前部作動装置が始動しかつ中間解除レバーが引かれる、中間解
除レバー、後部キャリジ部材に係合することにより後脚部を係止するように構成されてい
る掛け金ピンであり、操作者が車輪付き簡易ベッドの重量の一部を支持することにより解
除される、掛け金ピン、および支持台枠上の、後部キャリジ部材の運動経路内に配設され
ているリセット作動装置であり、後部キャリジ部材の移動によりリセット作動装置が始動
し、簡易ベッドの後脚部および前脚部が折り畳まれた状態にある場合に、リセット作動装
置の始動により車輪付き簡易ベッドが係止されるように構成されているようになっている
、リセット作動装置、を含む、機械的荷重システムと、を含んでいてもよい。
【０００５】
　別の実施形態では、第１の表面上へ移すための車輪付き押動式簡易ベッドの操作方法が
提供されており、該方法は、最初に、車輪付き簡易ベッドを第１の表面上に積載し、それ
により少なくとも１つの前脚部を自動的に解除するステップと；車輪付き簡易ベッドの第
１の表面上への積載を継続し、前部キャリジ部材を前部作動装置の方へ移動させるステッ
プであり、前部キャリジ部材の移動により前部作動装置が始動し、それにより中間解除レ
バーが解除され、それにより後脚部の解除が開始されるようになっている、積載を継続す
るステップと；少なくとも１つの後脚部の係止機構を解除するために、簡易ベッドの重量
を少なくとも部分的に支持するステップと；後部キャリジ部材を移動させ、それによりリ
セット作動装置を始動させるために、簡易ベッドを積載するステップであり、リセット作
動装置が、車輪付き簡易ベッドの第１の表面上への完全な積載を可能にする、積載するス
テップと、を含んでいてもよい。
【０００６】
　同様の構造物が同様の参照番号で示されている以下の図面と併せて読まれると、本開示
の特定の実施形態の以下の詳細な記載が最も良く理解され得る。
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【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１Ａ】台上に積載する前の、車輪付き簡易ベッドの側面図である。
【図１Ｂ】図１Ａの積載位置における、簡易ベッドの下面上の前部作動装置の側面図であ
る。
【図１Ｃ】図１Ａの積載位置における、簡易ベッドの下面上の中間制御箱の斜視図である
。
【図１Ｄ】図１Ａの積載位置における、簡易ベッドの下面上のリセット作動装置の斜視図
である。
【図２】図２Ａは、本開示の１つまたは複数の実施形態に基づいて前脚部が折り畳まり始
めた後の、車輪付き簡易ベッドの側面図である。
【０００８】
　　　　　　図２Ｂは、図２Ａの積載位置において、前部作動装置に近付いて移動してい
る前部キャリジ部材の斜視図である。
【図３Ａ】本開示の１つまたは複数の実施形態に基づいて前部キャリジ部材が前部作動装
置に部分的に係合する状態まで折り畳まれた車輪付き簡易ベッドの側面図である。
【図３Ｂ】３Ａの積載位置において、前部作動装置に部分的に係合している前部キャリジ
部材の斜視図である。
【図３Ｃ】図３Ａの積載位置における、中間制御箱の斜視図である。
【図４Ａ】本開示の１つまたは複数の実施形態に基づいて前部作動装置が作動しているが
、重量が操作者により負担される前の状態まで折り畳まれた車輪付き簡易ベッドの側面図
である。
【図４Ｂ】図４Ａの積載位置において、前部作動装置に完全に係合している前部キャリジ
部材のクローズアップ図である。
【図４Ｃ】図４Ａの積載位置において、中間解除レバーを前部作動装置に連結するばね付
勢機械的連結装置のクローズアップ図である。
【図５】外れた方向に回転する掛け金ピンの斜視図である。
【図６Ａ】操作者が重量を負担しておりかつ後部キャリジ部材が移動し、掛け金ピンを回
転させて、後脚部を自動的に解除するときの、車輪付き簡易ベッドの側面図である。
【図６Ｂ】図６Ａの積載位置における、開いた掛け金ピンを有する機械的荷重システムの
クローズアップ図である。
【図６Ｃ】図６Ａの積載位置において、リセット作動装置に近付いて移動している後部キ
ャリジ部材のクローズアップ図である。
【図７Ａ】台上に完全に積載されている車輪付き簡易ベッドの側面図である。
【図７Ｂ】図７Ａの場合のように車輪付き簡易ベッドが完全に積載されているときの、中
間制御箱および開いた掛け金ピンのクローズアップ図である。
【図７Ｃ】図７Ａの積載位置における、リセット作動装置のクローズアップ図である。
【図８】後部キャリジ部材の湾曲突出部上で締まり嵌めを形成している掛け金ピンの下面
図である。
【図９】車輪付き簡易ベッドの別の実施形態の図である。
【図１０】図９の車輪付き簡易ベッドに取り付けられてもよい、担架の斜視図である。
【図１１Ａ】図１Ａの積載位置における、代替的中間制御箱の斜視図である。
【図１１Ｂ】中間解除レバーに取り付けられている旋回掛け金が滑動部を押圧する、図３
Ａの積載位置における、代替的中間制御箱の斜視図である。
【図１１Ｃ】その解除レバーが完全に引かれており、掛け金ピンは解除されていない、図
４Ａの積載位置における、代替的中間制御箱の斜視図である。
【図１１Ｄ】その掛け金ピンが外れた方向に回転している状態の、図５の積載位置におけ
る、代替的中間制御箱の斜視図である。
【図１１Ｅ】その掛け金ピンが開いている、図６Ａの積載位置における、代替的中間制御
箱の斜視図である。
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【図１１Ｆ】車輪付き簡易ベッドが表面上に完全に積載されている、図７Ａの積載位置に
おける、代替的中間制御箱の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図面に記載されている実施形態は、本質上例示的なものであり、特許請求の範囲により
定められる本発明を限定するものではない。さらに、図面および本発明の個々の特徴は、
詳細な説明に鑑みて、より完全に明らかになり、理解されるであろう。
【００１０】
　図１Ａおよび図１Ｄを参照すると、車輪付き押動式簡易ベッド１０が、前端部４１と後
端部４２との間に延在している一対の外側部、および外側部に配設されている一対の滑動
可能なレール４５を含む、支持台枠４０と；支持台枠４０に枢動可能に連結されている一
対の前脚部２０および一対の後脚部３０と、を含む。簡易ベッド１０は、図１０の担架な
どの他の患者搬送装置に連結されていてもよい。スパインボード、背板、手押し車、およ
び他の移動装置などの他の患者搬送装置が、簡易ベッドと共に使用されてもよい。一実施
形態では、前脚部２０は、滑動可能なレール４５に連結されていてもよい。前脚部２０は
、図１Ａに傾斜しているように示されているが、様々な形状および湾曲が考えられる。さ
らに、図示の通り、前脚部２０はその下端部に車輪を含む。
【００１１】
　図２Ｂを参照すると、車輪付き押動式簡易ベッド１０は、支持台枠４０の前端部４１に
、一対の滑動可能なレール４５の内側に滑動式に配設されている前部キャリジ部材２４を
さらに含み、前部キャリジ部材２４の滑動運動により運動経路が画定される。また、前部
キャリジ部材２４は、各滑動可能な前部蝶番部材２２間に配設されていてもよい。前部キ
ャリジ部材２４は、横木、台枠、掛け金、水平組立体、または任意の他の可動構成要素で
あってもよい。図示されていないが、前部蝶番部材２２は、支持台枠４０上の異なる位置
に配置されてもよいと考えられる。また、図面は、前脚部２０の運動を内側に枢動してい
るように示しているが、前脚部２０もまた滑動してもよいと考えられる。さらに、前脚部
２０はまた、外側に枢動することができる可能性があると考えられる。
【００１２】
　図１Ａおよび図２Ａを参照すると、車輪付き押動式簡易ベッド１０は、その一端におい
て一対の前脚部２０に枢動可能に連結されておりかつその反対側端部において前部キャリ
ジ部材２４に滑動式に連結されている一対の前部蝶番部材２２であり、第１の表面上への
簡易ベッド１０の積載により一対の前部蝶番部材２２が折り畳まれかつ（図２Ｂに示され
ている通り）運動経路に沿った前部キャリジ部材２４の滑動が引き起こされる、前部蝶番
部材をさらに含む。他の実施形態（図示せず）では、前部蝶番部材は、支持台枠上の異な
る位置に配設されていてもよい。例えば、前部蝶番部材２２は、一対の滑動可能なレール
４５に滑動式に連結されていてもよい。一対の滑動可能な前部蝶番部材２２は、一対の滑
動可能なレール４５上を滑動し、かつ前脚部２０が折り畳まるにつれて内側に滑動するよ
うに構成されていてもよい。
【００１３】
　図１Ｂを参照すると、随意に、中央支持梁８０が、前端部４１と後端部４２との間に延
在していてもよく、滑動可能なレール４５間に配設されていてもよい。以下に記載されて
いる通り中央支持梁８０は、１つまたは複数の掛け金ピン１２０を備えた内部棒状部を含
んでいてもよい。
【００１４】
　図１Ｃ、図３Ｂ、図３Ｃ、図１１Ａおよび図１１Ｂを参照すると、車輪付き押動式簡易
ベッド１０は、支持台枠４０に結合されている機械的荷重システム１００をさらに含む。
荷重システム１００は、一対の前脚部２０を一対の後脚部３０と連結しており、機械的荷
重システム１００は、支持台枠４０上の、前部キャリジ部材２４により画定されている運
動経路内に配設されている前部作動装置７０を含み、（図３Ｂに示されている通り）前部
キャリジ部材２４の移動により前部作動装置７０が始動し、それにより、図４Ａに示され
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ている通り後脚部３０の解除が開始されるようになっている。スイッチ、レバー、ボタン
等の種々の構成要素が、前部作動装置７０に使用されてもよい。
【００１５】
　図１Ｃおよび図３Ｃを参照すると、機械的荷重システム１００はまた、前部作動装置７
０に連結されている中間解除レバー１０２を含んでいてもよい。図示の通り、中間解除レ
バー１０２は、支持梁８０上に配設されている中間制御箱１１０内に配設されていてもよ
い。図３Ｃおよび図４Ｃの実施形態を参照すると、中間解除レバー１０２は、前部連結装
置１０４およびばね部材１１２により前部作動装置７０に連結されている。前部作動装置
７０が始動させられた場合、ばね１１２は張力下に置かれており、このばね張力は、以下
に記載されている通り重量の一部を支えている使用者により掛け金ピン１２０がスカラッ
プ部（ｓｃａｌｌｏｐ）１１４から解除されるまで、中間解除レバーの移動を防止する。
簡易ベッドの後脚部から重量が除去されたら、ばね１１２の張力は解放され、中間解除レ
バー１０２は移動することができ、それにより、滑動部１０５を移動させる。以下に記載
されている通り、中間制御箱１１０は、リセット作動装置１３０の移動により始動させら
れる旋回掛け金１０８をさらに含む。中間制御箱１１０の代替的実施形態が、図１１Ａお
よび図１１Ｂに示されている。
【００１６】
　図６Ｃおよび図８を参照すると、後部キャリジ部材３４が、支持台枠４０の後端部４２
において一対の滑動可能なレール４５に滑動式に連結されていてもよく、後部キャリジ部
材３４は、湾曲突出部を備えた腕木部を随意に含み、機械的荷重システムは掛け金ピン１
２０を含み、掛け金ピン１２０は、図８に示されている通り、後部キャリジ部材３４の湾
曲突出部と締まり嵌めを形成することにより、後脚部３０を係止するように随意に構成さ
れている。ブーメラン腕木部３５の構成が、後部キャリジ部材の腕木部として示されてい
るが、腕木部は、締まり嵌めを形成し得ると考えられる任意の種類の腕木部とすることが
できると考えられる。腕木部はまた、締まり嵌めを作り出すように構成されているスカラ
ップ部または内側突出部１１４を含んでいてもよい。
【００１７】
　図６Ａおよび図６Ｃを参照すると、さらに別の選択肢では、掛け金ピン１２０と腕木部
との間の締まり嵌めは、操作者が簡易ベッド１０の重量の一部を支持して、それにより後
脚部３０の解除を引き起こすことにより、随意に解除されてもよい。随意に、後部キャリ
ジ部材３４は、後脚部３０の折畳みと併せて後部キャリジ部材３４の移動によりリセット
作動装置１３０が始動するように、支持台枠４０上に配設されているリセット作動装置１
３０の運動経路を画定してもよい。リセット作動装置１３０の始動により、図６Ａに示さ
れている通り簡易ベッド１０の後脚部３０および前脚部２０が折り畳まれた状態にあると
き、車輪付き簡易ベッド１０が係止される。図７Ｂを参照すると、後部キャリジ部材３４
はリセット作動装置１３０に係合し、該リセット作動装置は旋回掛け金１０８を引く。旋
回掛け金１０８が引かれると、滑動楔部１０９は中間制御箱１１０の内側に移動し、真下
に押し込まれ、中間解除レバー１０２を持ち上げる。その時点で、中間解除レバー１０２
は、滑動部１０５の上面上の支柱の上方に持ち上がる。このことが起こると、中間解除レ
バー１０２は、もはや掛け金ピン１２０を制御しておらず、図７Ｂに認められ得るように
、ピン１２０は、その初期設定である直立状態に戻る。
【００１８】
　スイッチ、レバー、ボタン等の種々の構成要素が、リセット作動装置１３０に使用され
てもよい。前脚部２０および後脚部３０の運動が、内側に枢動しているように示されてい
るが、それらはまた、外側に枢動すること、滑動すること等もできると考えられる。一実
施形態では、後脚部３０は、滑動可能なレール４５に連結されていてもよい。後脚部３０
は、図１Ａでは湾曲しているように示されているが、後脚部３０の様々な形状および湾曲
が考えられる。さらに、図示の通り、後脚部３０は、その下端部に車輪を含む。また、後
部キャリジ部材３４は、各滑動可能な後部蝶番部材３２間に配設されていてもよい。後部
キャリジ部材３４は、横木、台枠、掛け金、水平組立体、または任意の他の可動構成要素
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であってもよい。
【００１９】
　図９を参照すると、随意に、支持台枠４０の前端部４１に配設されている少なくとも１
つの積載車輪５０があってもよく、スイベル係止解除レバー１４６が支持台枠４０の前端
部４１に随意に配設されており、それにより、スイベル係止解除レバー１４６は少なくと
も１つの前部積載車輪５０を係止解除して、少なくとも１つの前部積載車輪５０のスイベ
ル運動を可能にする。車輪係止装置１５０が、患者搬送中かつある医療処置中に簡易ベッ
ドが転がらないように保つことを助けるように設計されている。係止装置１５０を解除す
るために、操作者は、自身の足でレバーを持ち上げてもよい。
【００２０】
　図１Ａおよび図９を参照すると、随意に、少なくとも１つの中間積載車輪５５が、支持
台枠４０上の前脚部２０と後脚部３０との間に配設されていてもよい。さらに別の選択肢
が、支持台枠４０の後端部４２に配設されている少なくとも１つの積載車輪６０であり、
随意に、スイベル係止解除レバー１４６が少なくとも１つの後部積載車輪６０を係止解除
して、少なくとも１つの後部積載車輪６０のスイベル運動を可能にする。さらに別の実施
形態では、車輪付き簡易ベッド１０は、後端部４２に配設されている少なくとも１つの積
載車輪６０と、前端部４１に配設されている少なくとも１つの前部積載車輪５０とからな
る。
【００２１】
　図９を参照すると、さらに別の選択肢では、簡易ベッド１０は、支持台枠４０の前端部
４１に配設されている前部脚部制御ハンドル１４０を有していてもよく、それにより、前
部脚部制御ハンドル１４０は、前脚部２０の折畳みを可能にする係止機構を解除する。別
の選択肢が、支持台枠４０の後端部４２に配設されている後部脚部制御ハンドル１４１で
あり、それにより、後部脚部制御ハンドル１４１は、後脚部３０の折畳みを可能にする係
止機構を解除する。前部脚部ハンドル１４０および後部脚部ハンドル１４１は、ボタン、
レバー、スイッチ、または係止機構を解除する他の機械構成要素であってもよい。係止機
構は、脚部を直立状態に保持する、任意の適切な電子締結機構または機械締結機構を含ん
でいてもよい。
【００２２】
　図９を再度参照すると、簡易ベッド１０はまた、支持台枠４０の前端部４１に配設され
ている前部脚部係止スイッチ１４２を随意に含んでいてもよく、それにより、前部脚部係
止スイッチ１４２は、係止機構に係合して、前脚部２０を折り畳まれた状態で係止する。
別の選択肢は、支持台枠４０の後端部４２に配設されている後部脚部係止スイッチ１４３
であり、それにより、後部脚部係止スイッチ１４３は、係止機構に係合して、後脚部３０
を折り畳まれた状態で係止する。前部脚部係止スイッチ１４２および後部脚部係止スイッ
チ１４３は、ボタン、レバー、ハンドル、または脚部を係止する他の機械構成要素であっ
てもよい。
【００２３】
　図９および図１０を参照すると、簡易ベッド１０はまた、支持台枠４０の後端部４２に
配設されている解除ハンドル１４４を随意に含んでいてもよく、それにより、解除ハンド
ル１４４は、担架が簡易ベッド１０から除去されることを可能にする。簡易ベッド１０は
また、一対の外側部に結合されている連結構成要素に機械的に嵌合される一対のスラム掛
け金１４８を随意に含んでいてもよく、掛け金１４８は、（図１０に示されている）担架
または他の移動装置を簡易ベッド１０に固定する。担架のスラム掛け金１４８は、担架１
７０を捕らえ、それを簡易ベッド１０上に固定する。掛け金１４８に係合するために、担
架１７０は、スラム掛け金１４８の係止装置が係合するまで、簡易ベッド１０上へ転がさ
れる。解除するために、操作者は、簡易ベッド１０の制御端部において、担架係止解除ハ
ンドル１４４を押す。両操作者は、次いで、簡易ベッド１０の積載端部の方へ担架を若干
転がして、担架のストライクピン１６０を係止装置から外へ移動させる。操作者は、次い
で、レバーを解除し、両操作者が担架１７０を持ち上げて搬送装置から外す前に、担架１



(10) JP 5865253 B2 2016.2.17

10

20

30

40

50

７０を両手で握持する。
【００２４】
　図２Ａ～図７Ａを全体的に参照すると、第１の表面上へ移すための車輪付き簡易ベッド
１０の操作方法が、一実施形態に基づいて示されている。図１Ｂおよび図１Ｄを参照する
と、簡易ベッド１０が完全に拡張されかつ積載前の構成で置かれている場合、前部作動装
置７０（図１Ｂ）とリセット作動装置１３０（図１Ｄ）とは、一実施形態による積載まで
停止されている。図２Ａを参照すると、本方法は、車輪付き簡易ベッド１０を第１の表面
上に積載し、それにより、少なくとも１つの前脚部２０を自動的に解除するステップを含
む。図３Ａ～図３Ｃを参照すると、本方法は、車輪付き簡易ベッド１０の第１の表面上へ
の積載を継続し、前部キャリジ部材２４を前部作動装置７０（図３Ｂ）の方へ移動させる
ステップであり、前部キャリジ部材２４の移動により、前部作動装置７０が中間解除レバ
ー１０２を引くようになっている（図４Ｂ）、積載を継続するステップをさらに含む。
【００２５】
　図４Ｃを参照すると、掛け金ピン１２０は回転することができないので、中間解除レバ
ー１０２の運動を防止し、前部作動装置７０に取り付けられているばね１１２付勢機構に
エネルギーが蓄積される。掛け金ピン１２０は、湾曲突出部１１４の内部で静止したまま
である。
【００２６】
　図６Ａを参照すると、車輪付き簡易ベッド１０の後端部４２の持ち上げは、簡易ベッド
１０の重量を負担する操作者により実施される。操作者は、中間積載車輪５５を旋回中心
として使用して支持台枠４０の前端部４１を「シーソーのように」下げて、若干持ち上げ
なければならない。図５を参照すると、操作者が簡易ベッド１０の後部を地面から若干離
して持ち上げた場合、後部キャリジ３４は若干前方へ滑動し、それにより、機械的荷重シ
ステム１００のばね付勢機構１１２が掛け金ピン１２０と湾曲突出部１１４との間の締ま
り嵌めを克服することを可能にする。掛け金ピン１２０は、次いで、図６Ｂに示されてい
る開いた状態まで回転してもよい。掛け金ピン１２０のこの移動により、後脚部３０が解
除されることが可能になる。
【００２７】
　操作者によるこの持ち上げ努力は、移動式前部係止装置によるか、または締結具表面に
取り付けられている固定経路を通って移動する荷重軸（ｌｏａｄ　ａｘｌｅ）上で回転要
素または滑動要素を使用することによるかのどちらかで、何らかの方法で前車軸を下げた
状態に保つ締結具を使用することにより排除されると考えられる。
【００２８】
　図６Ａを参照すると、後脚部３０は、次いで後方に、積載表面２００上に折り畳まって
もよい。後脚部３０が折り畳まるにつれて、後部キャリジ部材３４は、図６Ｃに示されて
いるリセット作動装置１３０に近付いて移動する。図７Ａは、完全に折り畳まれかつ第１
の表面２００上に積載された簡易ベッド１０を示す。図７Ｃを参照すると、完全に積載さ
れた場合に後脚部３０が後方に旋回するにつれて、後部キャリジ部材３４は滑動し、リセ
ット作動装置１３０に係合する。図７Ｂを参照すると、掛け金ピンはリセットされている
。
【００２９】
　図７Ｂを参照すると、リセット作動装置１３０の係合により中間解除レバー１０２が引
かれる。中間解除レバー１０２の移動により旋回掛け金１０８が開かれ、それにより、滑
動部１０５が解除されることが可能になる。さらに、中間解除レバー１０２が掛け金ピン
１２０の位置をもはや制御していないと、図７Ｂに示されている通り、該ピンはリセット
される。
【００３０】
　前述の通り、機械的荷重システム１００の別の実施形態が、図１１Ａ～図１１Ｆに示さ
れている。本実施形態は、中間解除レバー１０２と、旋回掛け金１０８と、滑動ピン１０
６とを含む。簡易ベッド１０の積み降ろし中、滑動ピン１０６はレール１０７内を移動す
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ピン１２０に連結されている。図１１Ａを参照すると、機械的荷重システム１００は静止
している。図１１Ｂを参照すると、中間解除レバー１０２は、前部連結装置１０４により
引かれている。中間解除レバー１０２に取り付けられている旋回掛け金１０８は、中間解
除レバー１０２の移動に応答して、レール１０７内で滑動ピン１０６を押圧する。図１１
Ｃに示されている通り、中間解除レバー１０２は完全に引かれているが、ピン１２０がス
カラップ部またはブーメラン腕木部３５の湾曲突出部１１４と係止締まり嵌めを形成した
ため、ばね付勢機構を介して中間解除レバー１０２に連結されている掛け金ピン１２０は
解除されない。図１１Ｄを参照すると、操作者が、地面から若干離して簡易ベッド１０の
後部を持ち上げた場合、後部キャリジ３４は若干前方に滑動し、それにより、機械的荷重
システム１００の内側のばね付勢機構が、掛け金ピン１２０と腕木部３５の湾曲突出部１
１４との間の締まり嵌めを克服することを可能にする。掛け金ピン１２０は、次いで、図
１１Ｅに示されている開いた位置まで回転してもよい。最後に、中間解除レバー１０２の
移動により、図１１Ｆに示されている通り、ばね付勢機構が歯止め式掛け金ピン１２０を
リセットする。
【００３１】
　また、簡易ベッドは逆の方法で下げ降ろされてもよい。操作者が、第１の表面２００上
での折り畳まれた状態から簡易ベッド１０を除去し始めた場合、後脚部３０は前方に旋回
する。後脚部３０の移動と共に、後部キャリジ部材３４は、リセット作動装置１３０から
離れて移動する。これにより、中間リセットレバー１０２が解除される。同時に、旋回掛
け金１０８は解除され続け、それにより、後部キャリジ部材３４が前方に滑動するにつれ
て掛け金ピン１２０が外れた方向に回転することを可能にする。そうは言っても、後部キ
ャリジ部材３４が後方に滑動した場合、掛け金ピン１２０は、依然として急停止部として
機能し得る。図８Ａに示されている下げ降ろしのこの段階で、簡易ベッド１０の重量は、
後脚部３０により安全に支えられ得る。操作者が簡易ベッド１０を第１の表面２００から
下げ降ろし続けると、前脚部２０は前方に旋回し、前部作動装置７０を解除し、旋回掛け
金１０８を図１Ｃに示されているその初期位置に戻す。その時点で、簡易ベッド１０は完
全に拡張されており、第１の表面２００上に再び積載される準備ができている。
【００３２】
　「好ましくは」、「一般に」、「一般的に」、および「通常」のような用語が、本明細
書では、特許請求された発明の範囲を限定するために、またはある特徴が特許請求された
発明の構造または機能にとって重大で、不可欠で、もしくはさらには重要であることを示
唆するために使用されていないことにさらに留意されたい。むしろ、これらの用語は、単
に、本発明の特定の実施形態において使用されてもされなくてもよい代替的特徴または付
加的特徴を強調することを目的としている。
【００３３】
　本開示が、詳細に、その特定の実施形態を参照して記載されたが、添付の特許請求の範
囲により定められる本発明の範囲から逸脱することなく、修正形態および変形形態が可能
であることが明らかになるであろう。より具体的には、本発明のいくつかの態様が、本明
細書において好適または特に有利と確認されているが、本発明は、本開示のこれら好適な
態様に限定されるとは限らないと考えられる。
【００３４】
　「発明を実施するための形態」部分、関連部分に引用されている全ての文献は、参照に
より本明細書に援用されており、いかなる文献の引用も、本発明に対する先行技術である
ことを認めていると見なされるべきではない。本文書の用語の任意の意味または定義が参
照により援用されている文献の当該用語の任意の意味または定義と矛盾するときは、本文
書の用語に指定されている意味または定義によるものとする。
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